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要旨  

目的：父親の胎児への愛着に影響する要因を明らかにし，妊娠期からの父親支援への示唆を得る ．  

方法：医中誌 Web，PubMed を用いて文献検索を行った．キーワードは，国内文献「妊娠期」「胎児」

「愛着」「ボンディング」「父親・夫」｢対児感情｣を組合せ，「原著」の条件で検索した．海外文献

「Pregnancy」「fetus/fetal」「Attachment」「bonding」「 father/paternal」のキーワードを組合せ検

索した．  

結果：国内文献 5 件，海外文献 6 件，計 11 件を本研究の対象文献とした．父親の胎児への愛着に影響

する要因として，「妊娠と子どもとの接触体験」「母親の胎児への愛着」「父親の心身の健康と基本属性」

「夫婦関係」の 4 つのカテゴリーに分けられた．  

結論：  胎児愛着を促す父親への支援は，母親へ胎児愛着を促すこと，夫婦間のコミュニケーションの

大切さを伝え夫婦間の絆を強めることである．  

 

Abstract  

Objective:  To identify factors that influence fathers' attachment to the fetus and to obtain 

suggestions for paternal support during the gestational period.  

Methods: A literature search was conducted using the Medical Journal web and PubMed. 

The keywords were "gestational age," "fetus," "attachment," "bonding," "father/husband," 

and "feelings toward the child,"  combined with "original article" in the domestic literature. 

The keywords "pregnancy," "fetus/fetal,"  "attachment," "bonding," and "father/paternal" 

were searched in combination with the keywords in the foreign literature.  

Results:  The study included 11 references;  5 domestic and 6 foreign. Factors affecting 

fathers' attachment to the fetus were divided into four categories:  "pregnancy and contact 

experiences with the child," "mothers' attachment to the fetus," "fathers' men tal and 

physical health and basic attributes," and "marital relationships.”  

Conclusion: Support for fathers in promoting fetal attachment is to encourage fetal  

attachment to the mother,  convey the importance of communication between the couple,  and 

strengthen the marital bond.  

 

キーワード：妊娠期，父親，胎児，愛着，ボンディング  
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Ｉ．緒言 

2021 年 1 月から 12 月までの出生数の累計

（速報値）は 84 万 2,897 人であり，前年の

87 万 2,683 人と比較して 3.4％減少し，過去

最低となった．妊娠から出産までの期間を踏

まえると，2020 年 12 月頃から新型コロナウ

イルス感染症の影響が出始めているものと考

えられる 1）．政府は 2020 年の少子化社会対

策大綱の中で，男性の家事・育児参画の促進

として，男性が妊娠・出産の不安と喜びを妻

と分かち合うパートナーとしての意識を高め

ていけるよう，両親学級等の充実等により，

父親になる男性を妊娠期から側面支援するこ

とを挙げている 2）．少子化対策としても父親

の役割が期待され，妊娠期からの父親への支

援が課題となっている． 

女性は，約40週の妊娠期間を通して，自分

の体内で日々大きくなっていく胎児を感じ，

妊婦健康診査での超音波映像を見ることで児

の存在を視覚的にも認識し，児への愛着を深

めていく．男性の場合は妊娠に伴う身体的変

化がなく，胎児を自分の体内に感じることが

出来ない．しかし，妻（以下母親）の妊娠中

から出産後にかけて父親も情緒的反応を示す

こと 3)や，母親の妊娠により不安やストレス

が高まり生じた身体的･精神的不調を 94.6％

の父親が感じること 4)が明らかとなっている．

また，母親だけのものと考えられていた産後

うつも妊娠期および分娩後の男性の約 10％

に見られ，分娩後 3～6 か月の期間で抑うつ

傾向にあることが明らかとなっている 5）．そ

して，妊娠，出産を経験しない父親であるが，

育児に積極的に参加することで脳の構造的お

よび機能的にも変化し，父親役割に順応して 

いくことが明らかとなっている 6）． 

現代の子育て環境の特徴として，核家族化，

画一的･断片的子育て情報の氾濫，共働きの

増加，男性育児への期待，ひとり親の増加，

実家機能の問題，少子化，地域による子育て

の減少，貧困と格差の拡大が挙げられている

7）．2022 年 10 月から男性も仕事と育児を両

立しやすいように，従来の育児休業とは別に

「産後パパ育休」制度が始まった 8）．父親が

子育ての喜びを実感し，子育ての責任を認識

しながら，積極的に子育てに関わるよう促し

ていくことが一層求められている．児が産ま

れてからではなく，産まれる前の妊娠期から

を親となるための準備期ととらえ，親になる

ための知識や心構え，胎児との愛着を育んで

いくことが親役割の獲得には大切である． 

先行研究において，妊娠期の母親の胎児へ

の愛着は，生まれた後の児への愛着と関連す

ること 9)10)，その愛着に関連する要因として，

胎動知覚の有無，妊娠週数，被養育体験 11），

また，妊娠判明時の気持ち 12)が挙げられ，

妊娠中の愛着の形成過程には個人差が認めら

れることが明らかにされている．父親の胎児

への愛着形成の過程に関しては，いまだ十分

に明らかにされていない．そこで本研究の目

的は，国内外の文献から妊娠期の父親の胎児

への愛着に影響する要因を明らかにし，妊娠

期からの父親支援への示唆を得ることである． 

 

II．方法 

1．文献検索方法 

国内文献は，医中誌 Web Ver.5 において

「妊娠期」「胎児」「愛着」「ボンディング」

「父親・夫」のキーワードを組合せ，「原著」

では該当論文が 1 件であったため，「妊娠期」

｢胎児｣｢愛着｣「ボンディング」を組合せ，

「原著」で検索を行った．また，国内におい

ては，｢対児感情｣という言葉も使用されて

いるため，｢対児感情｣というキーワードで

も検索を行った．海外文献は，PubMed にお

いて「Pregnancy」「fetus/fetal」「Attachme

nt」「bonding」「father/paternal」で検索を

行った．タイトル・抄録から除外基準により

文献を選定，その後，論文を精読し，最終的

な文献の選定を行った． 
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2．除外基準 

重複論文，日本語・英語以外の言語，介入

研究，尺度の信頼性･妥当性の検討，尺度に

関して記載の無いもの，研究対象が妊婦のみ

は除外した． 

 

3．分析方法 

 論文を精読し，本研究の目的に沿って分析

項目を著者，年，対象者数，妊娠週数，使用

尺度，結果をまとめた．胎児愛着尺度得点お

よび下位尺度項目の胎児愛着に影響する要因

を結果から抽出した． 

 

4．用語の操作的定義 

ボンディング（bonding）とは，養育者の

児に対する情緒的な絆 13）のことを指す．日

本語の言葉の使用に関して，「愛着」という

言葉は，アタッチメントとボンディングの両

者の意味でとらえることが出来るため曖昧で

あるといわれている 14)．このため本研究で

は，両者をとらえた「愛着」という言葉を使

用することとした． 

 

5．倫理的配慮 

文献を取り扱う際には，著作権を侵害する

ことがないよう配慮した． 

 

III．結果 

 検索により 62 件（医中誌 Web 版 12 件，

PubMed50 件）の文献が検索され除外基準

で選別後，論文を精読し，国内文献 5 件，海

外文献 6 件，計 11 件を対象文献とした．妊

娠期から育児期にかけての縦断研究は，1 件

のみであった(表 1･表 2)．11 件の文献検討

から父親の胎児への愛着に影響する要因とし

て，「妊娠と子どもとの接触体験」「母親の胎

児への愛着」「父親の心身の健康と基本属性」

「夫婦関係」の 4 つのカテゴリーに分けられ

た．  

 

1．妊娠と子どもとの接触体験 

Camarneiro15）は計画妊娠の男性の方が胎

児愛着得点は高かったと報告している．妊娠

経過に関しては，正常経過，ハイリスク群で

は松浦ら 16)萩野ら 17)は，愛着に差はみられ

なかったと報告している．藤原ら 18)は，初

産の父親で回避得点，拮抗指数が高かったが，

萩野ら 19）Hedwig20)では出産経験の有無で愛

着得点に差はみられなかった．生和ら 21)は，

対児感情の拮抗指数は 1 回目(28～31 週）よ

り 2 回目(35～37 週)の方が下降したことを

報告している．藤原ら 22)は子どもとの接触

体験と対児感情との関連では，子どもとの接

触体験があった人は接近得点が高く有意差が

認められたと報告した． 

 

2．母親の胎児への愛着 

萩野ら 23)は妊娠後期において父親の胎児

愛着得点と母親の胎児愛着得点との間に正の

相関がみられたと報告した．Hedwig ら 24）

も母親と父親の胎児愛着得点では正の相関が

あることを明らかにした．Brandão T ら 25）

の調査でも母親と父親の胎児愛着得点は，相

関がみられた． 

 

3．父親の心身の健康と基本属性 

高木 26）は，児への回避的感情が高い群は，

心身の健康度は低く，CES-D スコアが高く

抑うつ傾向が強かったと述べている．また，

Ruth27)も身体症状と児への愛着で弱いが正

の関連を示したと報告している．Brandão T

ら 28）は不安と抑うつは関連し，その抑うつ

と愛着は弱いが負の相関を示したと報告して

いる．萩野ら 29）は SDS,EPDS 得点での愛着

に差はみられなかったと報告している． 

Gobel ら 30)は回避的な愛着傾向の父親ほど，

胎児愛着が低いことを報告している．基本属

性では，Hedwig31）Camarneiro32）Ustunsoz
33)は年齢と胎児愛着得点で相関がみられ，年 

齢が高い方が胎児愛着得点は低かった．職業 
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著者 分析対象者 胎児への愛着使用尺度 結果

Göbel A, Barkmann C,他

（2019）

妊娠中期～後期の妊婦

とパートナー93組
PAAS

愛着スタイルにより胎児への

ボンディングに差がみられ

た．

Brandão T, Brites R,他

(2019)

320名妊婦とパート

ナー
PAAS

父親の抑うつ，不安，夫婦関

係の質の低下が愛着に関連．

Camarneiro APF, de

Miranda Justo

JMR.(2017)

妊娠中期のカップル

（n=407）
PAAS

年齢，子供の数，社会経済的

状況，職業的状況，家族の世

帯および妊娠計画により，愛

着に差がみられた．

Hedwig JA van Bakel,A

Janneke　BM　Maas他

(2013)

妊娠26週前後の妊婦と

パートナー352名
PAAS

母親と父親では有意な正の相

関，母親が父親より愛着得点

が高い．初産･経産で有意差

は無い．親の年齢が高いほど

愛着得点項目において高い項

目があった．

A.Ustunsoz,G.Guvenc他

(2010)

妊婦とそのパートナー

144組
PFA

妊婦とパートナーでは妊婦の

方が愛着得点が高く，有意差

あり．年齢が上がると愛着得

点が減少．

Ruth Hardung

Weaver,Mecca

S.Crankey(1983)

妊娠後期の妻を持つ男

性100名
PFA

夫婦関係の強さと児への愛着

で正の相関あり．身体症状と

児への愛着で弱いが正の関連

があった．

PAAS:Paternal Antenatal Attachment Scale

PFA:Paternal-Fetal Attachment Scale

表2　海外文献

著者 分析対象者 胎児への愛着使用尺度 結果

高木悦子

（2018）

夫婦42組

1回目：妊娠届出

2回目：産後

対児感情評定尺度

児への回避的感情が高い群 は心身

の健康度は低く，抑うつ傾向が強

かった．

藤原弘子・

四宮美佐恵

（2017）

妊婦の夫101名 対児感情評定尺度  

回避得点，拮抗指数は初産の夫が

有意に高かった．子どもとの接触

体験があった人は接近得点が有意

に高かった．

生和朋子・

望月聖子

（2014）

妊婦の夫 　42名

1回目（妊娠28～31週）

2回目（妊娠35～37週）

対児感情評定尺度  
拮抗指数は，2回目（妊娠35週～

37週）に有意に低下．

松浦志保・

清水嘉子

（2016）

母親･両親学級未受講

妊娠22～28週の第1子 妊

娠中の妊婦と夫

胎児愛着尺度（日本語版PAI）

正常経過，ハイリスク群で愛着得

点の平均は両群間で有意差はみら

れなかった．

萩野聡子・

村瀬聡美他

（2006）

妊娠中期（妊娠12～20

週）と妊娠後期（妊娠32

～36週）夫婦53組

　＜妊娠中期＞ 妊娠中期母親

胎児愛着尺度（AMAS）

＜妊娠後期＞Maternal-Fetal

Attachment Scale(MFAS)

　SDSおよびEPDSによる陰性

者・陽性者それぞれの愛着得点に

関して有意差はみられなかった．

外来種別（一般外来・ハイリスク

外来），出産経験の有無による抑

うつ・愛着得点に有意差はみられ

なかった．妊娠中後期における愛

着得点では，母親と父親で正の相

関がみられた．

表1　国内文献
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的地位を比較した場合，職業的地位が低い男 

性より高い男性の胎児愛着得点は有意に高か

った．教育レベルによる有意差は認められな

かった． 

 

4．夫婦関係 

Weaver34)は夫婦関係の強さが，父親―胎

児愛着と正の関係があること，Brandão T ら
35）は，夫婦関係の質で負の相関があること

を明らかにした． 

 

IV．考察 

1．父親の胎児への愛着に影響する要因 

1）妊娠と子どもとの接触体験 

妊娠は女性だけでなく男性にとっても「親」

という新たな役割獲得過程の始まりである．

母親になる過程において女性は，妊娠に伴う

生理的変化があることで，約40週かけて心と

身体を適応させていく．しかし，妊娠に伴う

生理的変化の無い男性にとっては，父親とい

う新たな役割獲得過程は危機的状況である．

計画妊娠の男性の方が胎児愛着得点は高かっ

たという結果であったが，男性の場合妊娠に

伴う自覚症状も無いことから，予期せぬ妊娠

は心の準備も整わず，胎児への愛着もわきに

くいことが推察される． 

妻の妊娠経過は，父親の胎児への愛着に関

連はみられなかった．妊婦の場合もハイリス

ク妊娠と愛着との関係では，愛着得点に差は

無かった 36)．ハイリスク妊娠と診断され，

妻の健康状態や妊娠継続ができるか，胎児が

健康に産まれてくるか等，不安は考えられる

が，それが胎児への愛着に直接的には影響し

ないようである． 

初産･経産の夫で愛着に差は無いという結

果もあったが，初産の夫では胎児を否定的に

とらえていること，また子どもとの関わりが

あった人の方が児を肯定的とらえることが出

来るということから，子どもと関わる機会が

胎児への愛着に影響する因子の一つである事

が推測される．また，妊娠週数が進むことで

胎児への愛着は高まることから，胎児という

目に見えぬ存在を妊娠週数が進むことで「赤

ちゃん」という現実的な存在へと認識し，愛

着も高まっていった結果であると考える．特

に父親の場合，胎動を感じることができない

ため，胎児を実感することが出来ない．妻の

お腹にいる想像の中での胎児が，妊娠週数が

進み，妻の腹部に触れ胎動を感じることで胎

児の存在を実感し，愛着も高まるのではない

かと考える．母親の胎児への愛着の関連因子

として妊娠週数と胎動の知覚があるため，父

親の場合も同様な関連要因として考えること

ができる． 

 

2）母親の胎児への愛着 

 母親の胎児への愛着と父親の胎児への愛着

では相関がみられた．母親が自分のお腹に触

れ，胎児へ言葉かけする様子を見ることで父

親自身も胎児への関心を寄せる契機となる．

父親が母親のお腹に触れ胎児へ声をかける行

動や母親への気遣いを見て，母親は胎児も含

めた自分自身を大切にされていると感じ，母

親は更に児への愛着を深めていく．また，夫

婦で妊娠期間を共に過ごすことは，妻の妊娠

に伴う身体的･精神的な変化を共有し，胎児

の成長を感じることができる．夫婦間のコミ

ュニケーションが良好であれば，胎児を介し

た会話やどのような子育てをしたいか等将来

への希望や楽しみ，期待で父親の胎児への愛

着も高まることが考えられる．母親へ胎児愛

着を促す支援は，結果的に直接的に関わるこ

との少ない父親への胎児愛着を高める支援に

つなげることができる． 

 

3）父親の心身の健康と基本属性 

 父親の心身の健康状態は，胎児への愛着に

影響していた．心身の健康状態へ影響するも

のとして働き方があるが，政府は「働き方改

革」として「非正規雇用の処遇改善」「賃金
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引上げと労働生産性向上」「長時間労働の是

正」「柔軟な働き方がしやすい環境整備」等

を打ち出しているが 37)，現実には，勤務時

間の短縮による収入減や労働時間は短縮する

が業務量が変わらないなどの問題がある．壮

年期就労者は職場･家庭で多重責務を担い，

寺内らの調査では 31.6％が抑うつ状態であ

った．そのストレッサーの家庭要因では家

事・育児の忙しさ，家族の健康問題，金銭面

の問題で有意な関連がみられた 38)．また，

不安と抑うつは関連し，抑うつは児への愛着

に弱いが負の相関がみられた．心身の健康度

と胎児への愛着では関連がみられることから，

妊娠期からの支援として父親の心身の状態を

確認していく必要性が示唆された． 

 また，回避的な愛着傾向の父親では胎児愛

着が低かったが，母親の内的ワーキングモデ

ルタイプ別に見た胎児への愛着でも，安定型

の妊婦は回避型に比較して胎児への愛着が有

意に高かった(p<0.05) 39)．愛着とは，人と

人との絆を結ぶ能力であり，人格の最も土台

の部分を形つくっている．人は特有の愛着ス

タイルを持っていて安定型の愛着スタイルの

特徴は，対人関係における絆の安定性である
40)．親となる人が安定した愛着スタイルであ

ることが，胎児と安定した絆を結ぶという胎

児への愛着に関連する要因のひとつとも考え

られる． 

 

4）夫婦関係 

母親の胎児に対する愛着の関連要因として，

佐藤は妊娠生活における夫の協力や結婚に対

する肯定的感情が重要と述べている 41)．ま

た中野らは，妊娠期の母親から胎児に対する

ボンディングには夫婦関係満足度が関連して

いることを報告している 42）．今回の調査に

おいて父親も夫婦関係の強さや質が胎児への

愛着に影響することが明らかとなった．婚姻

関係を問わず，胎児の父親・母親となる男女

のカップルを夫婦関係と考えると妊娠期は，

二人の関係からこれから親という新たな課題

と胎児を含めた家族関係が広がる時である．

新たな役割獲得の時にお互いの関係性が良い

ことはスムーズな役割獲得へと進むであろう．

妊娠という生理的変化に適応する際に父親か

ら優しい言葉や気遣いがある事で，母親の妊

娠に対する受け止めや母親役割適応も変わる．

父親が妊婦健康診査に行けなくても夫婦間の

コミュニケーションが良ければ，健診結果を

母親が伝えることで，父親も妊娠経過を知る

ことが出来る．そして，夫婦間のコミュニケ

ーションが良いことでお互いの思いを知るこ

ともできる．お互いが相手を気遣い，胎児を

中心として妊娠期を過ごすことや夫婦間でコ

ミュニケーションをはかることで，夫婦の絆

も強まり，胎児への愛着も高まることが考え

られる．妊娠期に父親が医療従事者と関わる

機会としては，妊婦健康診査や両親学級であ

るが，新型コロナウイルス感染症による制限

や仕事の都合上，出席できない父親が多く，

医療従事者と直接関わる機会が少ない．我々

が直接的に関わる機会の少ない父親に対して，

夫婦関係の質や強さを高める関わりは母親を

介してとなる．胎児の状態や妊娠経過など，

妊婦からの情報がなければ父親は知ることが

できない．まずは，児を二人で育てていくた

めの夫婦関係の質や強さという基盤を作るこ

との大切さを伝えていくことが大切であり，

それが胎児愛着につながると考える． 

 

2．父親の胎児愛着を促進するための支援 

 我々医療者が直接的に関わるのは，主に母

親であるが，特に初診時，情報を得る際に妊

娠の経緯，夫婦間のコミュニケ―ションはど

うか，父親の年齢・心身の健康状態を把握す

ることが胎児への愛着をアセスメントする視

点となる．また，母親の胎児への愛着を促す

ことが父親の胎児への愛着を促すことにつな

がるため，支援として胎児の成長発達を伝え

ることや今後の心と身体の変化や親となるた
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めに必要な知識・技術を伝えていくことであ

る．また，夫婦関係が良好であることも胎児

愛着へ影響するため，夫婦間のコミュニケー

ションの大切さを伝えることが必要である． 

 

Ｖ．結語 

 父親の胎児への愛着形成に影響する要因と

して，計画的な妊娠，子どもと関わる機会，

妊娠週数，母親の胎児への愛着，父親の心身

の健康状態，夫婦関係の質・強さがあった．    

父親への胎児愛着を促す支援は，母親へ胎児

愛着を促すこと，夫婦間でのコミュニケーシ

ョンの大切さを伝え夫婦間の絆を強めること

である． 

 

利益相反 

本論文内容に関連する利益相反事項はない． 
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